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●フキ（蕗） 

・菜蕗　　・苳　　　 ・款苳 

・蕗の花　・ふきっ玉　・ふきのとう 

　雪解けと共に山野に小さな花を咲かせるフキの花は、
春の訪れを感じさせます。キク科の多年草ですが茎は地
上に伸びず根茎となり、そこから花穂を出します。これ
をフキノトウと呼んでいます。 
　雌雄異株で雄花は白黄色、雌花は白です。雌花は成長
すると種子の冠毛で風に乗り新天地に旅立ちます。花が
開いた後に根茎から葉柄を出し円形の葉を拡げますが、
食用にするのはこの葉柄で茎ではありません。日本原産
の野菜ですが中国では食用よりも解毒、去痰の薬用とし
て使われるようです。 
　ふきっ玉を刻んだ蕗味噌の味は、日本人の食感にぴっ
たりのようです。 

「蕗味噌の郷愁をしかとかみしむる」　功 

●旅立ちのとき 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 

●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 

●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 

●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,188 （－27） 

女…………12,871 （－29） 

総数………25,059 （－56） 

世帯数……・・8,834 （－16） 

　　　　　　  3月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線2-4882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

し　ゆう　い　しゅ 

か す い  

かんもう  

ようへい  

きょたん 

きざ 

　3月17日と18日の両日、町内の小中学校で一斉に卒業式が行われ、
6校合わせて約550人の卒業生が恩師や保護者、在校生に見守られ、
思い出の詰まった校舎を巣立ちました。 
　丸子中学校では卒業生152人が式典に臨み、校長先生から「これ
からも他人に甘えることなく自らの力で頑張っていって欲しい」と
言葉が送られ、卒業証書が渡されました（写真右）。 
　また丸子北小学校では式典後、一人ひとりが担任の先生に花を贈
って感謝の気持ちを伝え、お世話になった先生方と握手して別れを惜しんでいました（表紙）。 
　桜の開花までもう少し。今日の日を迎えられたみなさんが素敵な花を咲かせるのもこれからです。ご卒業お
めでとう。 

撮影場所：御嶽堂 



国民健康保険特別会計　18億9,988万円　前年対比　＋751万円（＋0.4％） 

老人保健特別会計　27億1,455万円　前年対比　△1億5,685万円（△5.5％） 

介護保険特別会計　17億2,935万円　前年対比　＋479万円（＋0.3％） 

同和地区住宅新築資金等貸付特別会計　2,701万円　前年対比　△396万円（△12.8％） 

公共下水道事業特別会計　20億1,788万円　前年対比　＋4億8,410万円（＋31.6％） 

農業集落排水事業特別会計　1億3,104万円　前年対比　＋2,393万円（＋22.3％） 
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平成16年度予算 

平成16年度 

丸子町 

予算 

　3月2日から22日まで開かれた三月定例議会において、平成16年
度の丸子町予算案が審議され、可決されました。 
　平成16年度の予算は、厳しい財政状況のなか、子育て支援や地
域産業の活性化、公園整備など、教育や福祉、まちづくりに重点
をおいた予算となっています。 

本年度予算総額は 

　　　180億4,700万円 
予
算
編
成
の
基
本
方
針 

  　
昨
今
の
経
済
状
況
に
よ
り
、
国
も
地
方

公
共
団
体
も
大
幅
な
税
収
不
足
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
大

切
な
税
金
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
自

治
体
の
努
め
で
す
。 

　
こ
の
た
め
、
今
年
度
の
予
算
編
成
に
つ

い
て
は
次
の
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。 

一
、
行
政
改
革
実
施
計
画
や
環
境
方
針
に
沿
っ

た
も
の
に
す
る
こ
と 

二
、
振
興
計
画
と
実
施
計
画
に
基
づ
い
た

も
の
に
す
る
こ
と 

三
、
事
業
の
見
直
し
、
簡
素
効
率
化
・
経

費
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と 

四
、
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と 

　
こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
い
て
作
成
し
た

予
算
は
、
一
般
会
計
予
算
で
95
億

2,
8
0
0
万
円
、
前
年
度
と
比
べ
て
3
億

4,
8
0
0
万
円
、
3
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
一
般
会
計
に
六
つ
の
特
別
会
計

の
予
算
を
合
わ
せ
る
と
1
8
0
億

4,
7
0
0
万
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
7

億
7
0
0
万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

主
な
増
減
理
由 

  　
一
般
会
計
の
予
算
は
、
前
年
度
よ
り
3
・
8

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
西
内
保
育
園
改
築
事
業
、
減
税
補
て

ん
債
の
一
括
償
還
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
高
年
齢

被
保
険
者
の
増
加
や
疾
病
構
造
の
変
化
、

さ
ら
に
は
医
療
の
高
度
化
等
に
よ
り
保
険

給
付
費
が
増
え
て
い
ま
す
。
逆
に
老
人
保

健
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
加
入
者
人
口

の
減
少
に
よ
り
、
医
療
給
付
費
が
少
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
介
護
保
険
特
別
会
計
が
多
く
な
っ
た
の
は
、

要
介
護
・
支
援
認
定
者
が
増
加
し
、
居
宅

介
護
・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
保
険

給
付
額
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

　
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別

会
計
が
少
な
く
な
っ
た
の
は
、
償
還
事
務

費
等
の
減
少
を
見
込
ん
だ
た
め
で
、
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
第
三
期
事

業
認
可
区
域
の
整
備
が
始
ま
る
こ
と
に
よ

り
増
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
は
借
入
金
の
返
済
に

よ
り
増
え
て
い
ま
す
。 

歳
入
の
状
況 

  　
町
税
の
う
ち
町
民
税
に
つ
い
て
は
、

景
気
の
回
復
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
個
人
・

法
人
と
も
に
減
額
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。 

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
国
の
地

方
交
付
税
総
額
の
抑
制
に
よ
り
減
っ
て

お
り
、
国
庫
支
出
金
も
国
の
合
理
化
方

針
に
よ
り
縮
減
し
て
お
り
ま
す
。 

　
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
が
前
年
度
よ

り
減
少
し
て
い
る
の
は
、
交
付
税
減
額

に
よ
る
財
源
不
足
を
補
う
た
め
認
め
ら

れ
て
い
た
臨
時
財
政
対
策
債
の
限
度
額

が
、
国
に
よ
り
大
幅
に
削
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
平
成
16
年
度
の
町
会
計
予
算
が
決
ま

り
ま
し
た
。
わ
が
国
経
済
の
成
長
回
復

の
き
ざ
し
が
伝
え
ら
れ
る
近
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
国
の
構
造
改
革
に
伴
う
行

財
政
改
革
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
や
補

助
金
及
び
町
税
の
減
少
を
見
込
ん
だ
緊

縮
型
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
よ
う
、
歳
出
の
合
理
化
、

効
率
化
、
重
点
化
に
最
大
限
務
め
る
こ

と
を
基
本
と
し
、
町
振
興
計
画
に
お
け

る
後
期
基
本
計
画
に
則
り
着
実
な
成
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
生
活
者
視
点
に
立
っ

て
町
民
皆
様
と
協
働
し
て
創
造
性
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
と
行
政
運
営
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

　
待
望
の
大
石
橋
及
び
依
田
川
左
岸
道

路
（
依
田
内
村
線
）
が
3
月
に
開
通
し

ま
し
た
。
今
後
は
用
途
地
域
指
定
後
の

都
市
計
画
道
路
等
の
整
備
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。
下
水
道
整
備
は
順
調
に

推
移
し
、
計
画
区
域
を
順
次
拡
大
し
平

成
22
年
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
環
境
負

荷
を
軽
減
し
、
資
源
循
環
型
社
会
を
前

進
さ
せ
る
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
、
再

資
源
化
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

地
域
経
済
の
発
展
に
資
す
る
為
、
農
工

商
業
に
わ
た
り
支
援
・
奨
励
事
業
の
拡

充
を
図
り
ま
す
。
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
に
着
手
し
ま
す
。
知
的

障
害
者
通
所
授
産
施
設
が
設
置
さ
れ
、

新
た
に
社
会
福
祉
法
人
が
発
足
し
ま
す
。

多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
西

内
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
の
継
続
、

西
内
保
育
園
の
改
築
事
業
を
実
施
す
る

ほ
か
、
小
中
学
校
及
び
高
校
が
連
携
し

て
「
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
モ
デ
ル
事

業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
日
の
最
重

要
課
題
で
あ
る
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

は
、
一
層
理
解
を
深
め
合
い
、
将
来
の

地
域
づ
く
り
に
責
任
あ
る
判
断
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

一般会計予算の内訳 

各会計の予算額 

一般会計　95億2,800万円　前年対比　＋3億4,800万円（＋3.8％） 

歳入 

歳出 

使用料及び手数料  1億6,764万円（1.8％） 
財産収入  7,005万円（0.7％） 
繰越金  1億8,000万円（1.9％） 

地方譲与税 1億7,476万円（1.8％） 
利子割交付金 2,700万円（0.3％） 
配当割交付金 100万円（0.0％） 
株式等譲渡所得割交付金 60万円（0.0％） 
ゴルフ場利用税交付金 1,400万円（0.1％） 
自動車取得税交付金 5,300万円（0.6％） 
地方特例交付金 7,800万円（0.8％） 
交通安全特別対策交付金 450万円（0.1％） 

民生費 
21億5,068万円（22.6％） 

土木費 
14億8,822万円 
（15.6％） 

公債費 
13億389万円 
（13.7％） 

教育費 
12億1,004万円 
（12.7％） 

総務費 
10億1,789万円 
（10.7％） 

消防費　2億8,935万円（3.0％） 

諸支出金　2億7,367万円（2.9％） 

衛生費 6億9,932万円 （7.3％） 

農林業費 5億1,269万円 （5.4％） 

商工費 4億1,592万円 （4.4％） 

議会費 1億2,464万円（1.3％） 
労働費 2,169万円（0.2％） 
予備費 2,000万円（0.2％） 

地方消費税交付金 2億5,000万円（2.6％） 

繰入金 
13億9,924万円 
（14.7％） 

分担金及び負担金     2億870万円 （2.2％） 

諸収入 5億540万円 （5.3％） 

町　税 
27億2,200万円 
（28.6％） 

町　債 7億8,240万円 （8.2％） 

県支出金  3億4,586万円（3.6％） 

国庫支出金 5億1,385万円（5.4％） 

地方交付税 
20億3,000万円 
（21.3％） 

町民の皆様と協働して 

　創造性豊かなまちづくりを 

丸子町長 

堀内　憲明 
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平成16年度予算 平成16年度予算 

平成16年度の主な事業 

　公共性の高い障害者福祉サービスの充実を図るため、
支援費の支給を行います。 

［主な経費］　授産施設 
 更生施設 
 療護施設 
 その他事務経費 

9,938万円 
6,003万円 
1,296万円 
409万円 

保 健 福 祉 

1億7,646万円 

心身障害者施設訓練等支援事業費（新規） 

　老朽化した西内保育園の改築により地域の保育需
要に対応し、子育て相談等を行います。 

［主な経費］　工事請負費 
 借料（仮設園舎） 
 設計委託料（設計・監理） 
 備品購入費ほか 

2億3,495万円 
1,943万円 
903万円 
 598万円 

児 童 福 祉 

2億6,939万円 

西内保育園改築事業費（新規） 

　緑の拠点となる信州国際音楽村周辺公園の整備を
するもので、住民の参加を得ながら既存施設を活用し、
潤いと安らぎを提供します。 

［主な経費］　用地取得費 
 工事請負費 
 設計委託料（設計・管理） 
 その他事務経費 

［主な経費］ 
　　工事請負費 
 4,800万円 
　　移転補償金 
    200万円 

4,200万円 
2,700万円 
390万円 
 217万円 

環 境 保 全 

7,507万円 

都市公園整備事業費（新規） 

　手づくり農村支援事業は地域のみなさんが発意し、
施設管理者、農家、
地域住民が協働し
て行う土地改良施
設の補修等の整
備や、維持管理活
動への取り組みに
支援を行います。 

農 林 業 振 興 

120万円 

手づくり農村支援事業費（新規） 

信州国際音楽村周辺公園予定地 

予定地の旧依田保育園 

　西内小学校の体育館・管理棟の大規模改造を実施し、
施設改装・設備更新とともに耐震補強工事を行います。 

［主な経費］　工事請負費 
 借料（仮校舎リース料） 
  備品購入費ほか 
 設計委託料（設計・管理） 

1億4,663万円 
1,091万円 
 274万円 
273万円 

教　　　育 

1億6,301万円 

西内小学校大規模改造事業費 

依田地区予定地 

鹿教湯5号線イメージ図 

　鹿教湯5号線のバリアフリー対策として歩道等の整備
をし、歩行者の安
全確保を図ります。 

土　　　木 

5,000万円 

特定交通安全施設整備事業費 

   生
活
バ
ス
路
線
代
替
バ
ス
運
行
費 

 
 

1,
8
0
0
万
円 

旧
カ
ネ
ボ
ウ（
株
）所
有
地
取
得
費 

 

2
億
7,
3
6
7
万
円 

福
祉
医
療
給
付
費 

1
億     

7
5
万
円 

老
人
保
護
措
置
費  

8,
2
6
9
万
円 

小
児
救
急
医
療
体
制
整
備
事
業
費（
※
） 

   

4
2
8
万
円 

児
童
手
当
給
付
費  

8,
9
6
9
万
円 

保
育
園
運
営
費 

4
億
6,
2
7
6
万
円 

国
民
健
康
保
険
給
付
費
　
12
億
9,
3
7
3
万
円 

老
人
保
健
給
付
費 

26
億
6,
5
3
8
万
円 

介
護
保
険
給
付
費 

16
億
7,
4
4
2
万
円 

公
共
下
水
道
建
設
費 

9
億
8,
2
5
8
万
円 

ご
み
処
理
費 

2
億
8,
8
4
6
万
円 

定
住
住
宅
建
設
促
進
事
業
費
奨
励
金 

  

1,
8
2
0
万
円 

地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
費 
1,
0
2
0
万
円 

農
産
物
直
売
加
工
施
設
建
設
事
業
費 

  

1,
3
0
9
万
円 

中
小
企
業
等
融
資
預
託
金 

2
億
2,
3
0
0
万
円 

も
の
づ
く
り
工
房
設
置
事
業
費（
※
） 

 
 
 

2
3
8
万
円 

小
中
学
校
管
理
費 

1
億
6,
6
6
5
万
円 

幼
稚
園
運
営
費  

9,
7
6
3
万
円 

学
校
給
食
費 

1
億
1,
6
1
1
万
円 

 

　
　  

※
は
新
規
事
業 

公営企業会計（水道事業）の予算額 

　水道事業会計については、老朽管の更新を図
りながら、引き続き石綿セメント管の敷設替え
を進めます。 

※収益的収支とは、水道料金や浄水費用など営業に関わ
る収入・支出を表し、資本的収支は施設整備に関わる収
支を示す。 

区　分 

収　入 

支　出 

16年度   

1億7,786 

4億4,111

15年度   

3億9,351 

5億2,891

増減額　 

△2億1,565 

△8,780

増減率 

△54.8 

△16.6

■資本的収支　　　　　　　　　　　　　　 単位：万円、％ 

区　分 

収　入 

支　出 

16年度   

6億399 

5億5,533

15年度   

5億4,974 

5億3,374

増減額　 

5,425 

2,159

増減率 

9.9 

4.0

■収益的収支　　　　　　　　　　　　　　 単位：万円、％ 

保 健 福 祉 

児 童 福 祉 

環 境 保 全 

農 林 業 振 興 

土　　　木 

教　　　育 
目的税の使い途 

　普通、税金はその使い途に制限がありませんが、
目的税とはその使い途が法律によって定められ
ているものです。丸子町の目的税は入湯税と都市
計画税の二つです。 

西内地区下水道経費  

道 路 橋 梁 関 係 経 費  

観 光 関 係 経 費  

　 計 　  

下 水 道 事 業  

クリーンセンター公債費 

都市計画事業借入金の償還金 

　 計 　  

1億1,290 

5,000 

867 

1億7,157 

5億7,302 

1億4,820 

3,294 

7億5,416

2,791

1億8,640

区 

分 

入
　
湯
　
税 

都
市
計
画
税 

収入見込額 
使い途 

事業名等 予算額 

単位：万円 

一般会計から特別会計への繰出金 

　繰出金とは、一般会計と特別会計または特別
会計相互間において、経費の負担区分の原則に
基づき支出される経費です。 

　会計名　  

国民健康保険 

老 人 保 健  

介 護 保 険  

同 和 住 宅  

公共下水道  

農業集落排水     

　 計 　  

16年度 

9,501 

1億8,037 

2億4,584 

353 

8億1,505 

1億1,291 

14億5,271

15年度 

9,651 

1億7,093 

2億3,697 

346 

6億9,465 

8,907 

12億9,159

増減額 

△150 

944 

887 

7 

1億2,040 

2,384 

1億6,112

増減率

△1.6 

5.5 

3.7 

2.0 

17.3 

26.8 

12.5

単位：万円、％ 

こ
の
ほ
か
に
も 

こ
の
ほ
か
に
も 
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首長の意向と議会の結果 

【
問
】
電
話 

42
―

3
2
4
7
　
有
線 

2
―

4
5
1
0

市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 

� 

丸子町国民健康保険会計の 

平成16年度予算です 

依田窪四町村の合併協議会設置 
　　　　　直接請求が審議されました 
依田窪四町村の合併協議会設置 
　　　　　直接請求が審議されました 
　住民の皆さんから直接請求された「小県郡丸子町・長門町・武石村・和田村合併協議会の
設置」について、2月下旬から3月上旬にかけて4町村の各議会で審議されました。その結果、
他の町村では可決されたものの、丸子町議会において否決され、依田窪四町村による合併協
議会の設置は成立しませんでした。 

今
後
は 

  　
丸
子
町
で
は
、
合
併
特
例
法
の
規
定
に
よ
る
「
四
町
村
の
法
定
合
併
協

議
会
の
設
置
に
つ
い
て
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
」
の
手
続
き
を
請

求
で
き
ま
す
。 

　
そ
の
請
求
は
「
町
長
に
よ
る
住
民
投
票
の
請
求
」
ま
た
は
「
住
民
に
よ

る
住
民
投
票
の
請
求
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
住
民
に
よ
る
請

求
の
場
合
は
、
有
権
者
の
６
分
の
１
以
上
の
署
名
が
必
要
で
す
。 

　
住
民
投
票
の
結
果
、
有
効
投
票
総
数
の
過
半
数
の
賛
成
が
あ
れ
ば
議
決

と
み
な
さ
れ
、
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。 

理解が深まった3回のシンポジウム 
　先月号でお知らせした2月3日の「私はこう考える　市町村合併
討論会」のほか、町内では、2月14日に上田市･丸子町･真田町･武
石村任意合併協議会主催の「本音で語ろう市町村合併と自立を考
えるリレーシンポジウム」、2月21日には住民主催による「丸子町
の合併を考えるシンポジウム（主催：丸子町の合併を考えるシン
ポジウム実行委員会　後援：丸子町）」と2月に3回の市町村合併に

関するシンポジウムが開催
され、活発な意見・質問が
交わされました。 

  
　2月3日・14日のシンポジ
ウムの内容は、町のホーム
ページや役場1階の行政資料
コーナーでご覧になれます。 

市町村合併シンポジウムが開催されました 

村長意見 

反対 

議　会 

賛成 
（2月25日） 

武石村 
可 決 

歳出の約70％が医療費です。大切に使いましょう 

　国民健康保険は、加入者みんなでお金を出し合って、加入者みんなの医療費に
あてる助け合いの制度です。 
　平成16年度の丸子町国民健康保険会計予算は、昨今の厳しい経済情勢の中、前
年度当初予算比で0.4％の増にとどまった予算となっています。 
　歳入においては加入者が増えているにもかかわらず、国保税が前年対比で0.1％
の減、国からの国庫支出金も6.5％の減など厳しい状況にあります。 
　歳出においては、老人保健拠出金は昨年より1,900万円程減っていますが、逆に
介護納付金が昨年の21.5％の増で、約1,900万円増えています。医療費は加入者が
増えていますので昨年より0.7％増でみてあります。 
　決められた予算の中で運営をしていきますが、予想した以上に医療費が増えま
すと国保の財政を圧迫して運営が難しくなり、国保税を引き上げざるを得なくな
ります。そのようなことにならないよう日頃の健康管理に気を配って、医療費を
大切に使いましょう。加入者みなさんのご理解とご協力をお願いいたします。 

平成16年度国保会計 歳入歳出予算の状況 

こんなことに使われます 

�医療費の国保負担分 

　　3歳未満……………8割 

　　3歳以上70歳未満…7割 

　　70歳以上……………8割・9割 

�高額療養費 

�出産育児一時金 

　　1件…………………30万円 

�葬祭費 

　　1件…………………1万8千円 

国保税 
6億4,543万円 
34.0%

国県支出金 
6億7,357万円 
35.5% 
 

支払基金・連合会交付金 
4億3,986万円 
23.2% 
 

合計　18億9,988万円 

歳 入 

その他　   7,100万円　3.7% 
 介護納付金　1億842万円　5.7% 
 

合計　18億9,988万円 

保険給付費 
12億9,373万円 
68.1% 
 

老人保健拠出金 
4億2,673万円 
22.5% 
 

その他　1億4,102万円　7.3% 
 

歳 出 

≪歳入≫ 
●国県支出金 
　医療費等の国・県の負担金および補助金。 
●支払基金・連合会交付金 

　支払基金交付金は、退職被保険者がかかっ
た医療費分について社会保険診療報酬支
払基金から交付されるもの。連合会交付金は、
県内の全市町村でお金を出し合い、国保連
合会で取りまとめをして高額な医療費が発
生した市町村へ交付されるもの。 
  
≪支出≫ 
●老人保健拠出金 
　70歳以上（平成14年10月からは75歳）の
老人の医療に要する費用を、国・県・町と各
医療保険制度が共同でお金を出し合い老
人の医療費に充てるもので、町国保負担分。 
●介護納付金 
 　介護保険制度運営のための費用は、国・
県・町と２号被保険者（40歳以上65歳未満
で医療保険の加入者）の保険料で賄ってい
るため、町国保に加入している２号被保険者
の保険税のうちの介護分を納めているもの。 

用語の説明 

医療費の節約に 
ご協力を 

お願いいたします 

村長意見 

賛成 

議　会 

賛成 
（3月1日） 

和田村 
可 決 

町長意見 

反対 

議　会 

賛成 
（3月1日） 

長門町 
可 決 

町長意見 

反対 

議　会 

反対 
（2月23日） 

丸子町 
否 決 

お問い合わせは　丸子町役場　生活課　国保年金係　�42-1053　有線2-4493
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□障害者福祉（支援費制度）・福祉医療・児童手

当・母子父子などに関するご相談は 
福祉係（2階 福祉センター） 
電話  42-1118　有線  2-4474　FAX  42-1121 

□介護保険・高齢者福祉に関するご相談は 
介護係・在宅介護支援センター（2階 福祉センター） 
電話  42-0015　有線  2-7652または2-4583 
FAX  42-1121 

■健康・子育てに関するご相談は 
健康係（1階 保健センター） 
電話  42-1117　有線  2-4544または2-4483 
FAX  42-1120 
 メールアドレス  hohuku@maruko-town.ne.jp

消
防
署 

駐車場 

丸子ふれあいステーション 

役
場 

保健センター 
（1階） 

福祉センター 
（2階） 

通
路 

入口 

入口 

至武石 

至大屋 

保健福祉課（丸子ふれあいステーション内） 

広報まるこ  2004/4

（9） 

広報まるこ  2004/4

ほほえみ　記 
4

≪前回のつづき≫ 

　根岸武子さんは、「在宅栄養士」としてふれあい

ステーションで行う料理教室を通じ食生活改善推進

協議会や保健補導員さんと、食生活を中心とした健

康づくりの輪を地域に広める活動に参加しています。 

　「脳卒中予防教室」は一般健診の結果により、保

健センターから教室への参加が必要な方へ紹介させ

ていただいています。この教室では、家でもできる

簡単な体操やその運動による熱消費量（カロリー）

を計算したり、食物への関心を深めていただけるよ

うな調理の実習を行ったりしています。 

　この調理実習を根岸さんが担当してくださり、実

習のサポートをするスタッフが集まって、実習の日

までに参加者に喜んでもらえるような献立をつくり

ます。「参加者が保健師と体操をしている間にスタッ

フと一緒に実習の下準備を行います。実習時間も限

られているので、参加者がスムーズに調理できるよ

う準備には時間をかけます」。献立は家庭でも応用

できるものや、嫌いな食べ物がある人でも食べやす

くなるような調理方法を考えてつくっているといい

ます。 

　「調理実習室は、車いすを利用している方でも動

きやすいと思います。若い人も男性の方もみんな楽

しんでやってほしい」と根岸さんはいいます。 

塩川　根岸 武子さん 

みんなで話 
そ 
う 

地域で輪 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

人の和 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

健康と 
福祉の 
ページ 

� 

15歳までのお子さんの 
「小児初期救急センター」 
開設を進めています 

前
立
腺
が
ん
は
、
近
年
急
増
し
て
い
ま
す 

　
欧
米
の
中
高
年
男
性
に
多
く
、
日
本
に
お
い
て
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
が
進
行
す
る
と
、「
ト
イ
レ
が
近
い
」「
尿
の
出
が
悪
く
、

排
尿
に
時
間
が
か
か
る
」「
残
尿
感
が
あ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
症
状
が

出
て
き
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
が
ん
は
非
常
に
ゆ
っ
く
り
進
行
す
る
た
め
、
初
期
に

は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

早
期
発
見
の
た
め
に
、
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
ま
ず
血
液
検
査
を
！！ 

　
早
期
発
見
す
る
た
め
の
検
査
に
は
、「
直
腸
診
」「
超
音
波
診
断
」

「
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
・
前
立
腺
特
異
抗
原
（
P
S
A
）
測
定
」
の
３
つ
が

あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
P
S
A
検
査
は
非
常
に
有
効
で
す
。
し
か
も

P
S
A
の
測
定
は
採
血
だ
け
で
検
査
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、
前
立
腺
が

ん
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
最
適
の
方
法
で
す
。 

今
年
度
か
ら
新
し
く
「
前
立
腺
が
ん
検
診
」
を
実
施
し
ま
す 

根岸さんの講義を熱心に聞く参加者のみなさん 

（夜間に起こる突発的な症状の応急処置施設） 

   　
夜
の
発
熱
や
下
痢
な
ど
で
、
お
子
さ
ん
が
急
に
具
合
悪
く
な
っ
た
と
き
、
不
安

な
ご
家
族
の
気
持
ち
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
そ
ん
な
と
き
は
落
ち
着
い
て
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
か
か
り
つ
け
医
に
連
絡

が
取
れ
な
か
っ
た
り
診
療
時
間
外
の
場
合
は
、
消
防
署
に
電
話
（
42
―
0
1
1
9
）

す
る
と
治
療
が
で
き
る
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
丸
子
町
で
は
現
在
、
以
前
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
「
小
児
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー
」

の
４
月
開
設
に
向
け
て
、
近
隣
市
町
村
と
と
も
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
夜
間
に
起
こ
る
子
ど
も
の
突
然
の
症
状
に
対
応
い
た
し
ま

す
。
ま
ず
は
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

小児初期救急センターの利用方法 

あわてないように… 
☆普段からお子さんのことが相談できる 

　　　「かかりつけ医」をつくっておきましょう。 

☆日頃からお子さんの様子を観察し、 

　　　心配なときは昼間のうちに受診しておきましょう。 

明日まで待てない症状があるとき 

こんなときはご遠慮ください 

まずお電話ください 

●ぐったりして元気がない 
●夕方から突然の発熱 
●激しい嘔吐、下痢　など 

○ちょっとかぜっぽい 
○予防接種をしたい 
○薬が終わったので貰いたい　など 

■平成16年4月17日から開始します。 
■場所は国立長野病院敷地内（上田市緑ヶ丘）。 
■診療時間は月曜から土曜、夜8時から11時まで。 
■夜11時以降は消防署（�42-0119）に電話し、治療が
できる医療機関を紹介してもらってください。 

■意識がない、長びくけいれん発作など激しい症状があ
る場合は、救急車を要請してください（落ち着いて
119番に連絡を）。 

■日曜・祝日の急病は、新聞などで休日当番医を確認し
てください。 

※電話番号は決まり次第お知らせします。 

50歳以上の男性 

5月～12月 

町内指定医療機関 

1,000円 

血液検査（腫瘍マーカー・PSA） 

対 象 者  

実 施 期 間  

検 診 場 所  

検 診 料  

検 査 方 法  

明
日
ま
で
待
て
な
い 

電
話
相
談 

診
　 

察 
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丸
子
町
町
民
意
見
提
出
手
続

丸
子
町
町
民
意
見
提
出
手
続
き
に 

　
　
　
　

　
　
　
　  

関
す
る
要
綱
要
綱
を
制
定
し
ま
し
た 
丸
子
町
町
民
意
見
提
出
手
続
き
に 

　
　
　
　  

関
す
る
要
綱
を
制
定
し
ま
し
た 

　
町
民
を
は
じ
め
多
く
の

み
な
さ
ん
に
関
連
す
る
計

画
、
条
例
、
施
設
の
建
設

な
ど
に
つ
い
て
「
案
」
の

段
階
で
公
表
し
、
そ
れ
に

対
す
る
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
考
慮
し

て
町
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
民
意
を
反
映
し
た
町
政
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
反
映
さ
れ
ま
す
。
町
の

意
思
決
定
を
行
う
際
に
は
、

広
く
み
な
さ
ん
か
ら
意
見

を
求
め
、
そ
の
意
見
に
基

づ
い
て
案
を
修
正
し
公
表

し
ま
す
。
ま
た
、
反
映
で

き
な
い
意
見
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え

方
を
明
示
し
て
公
表
し
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
提
出
さ

れ
た
意
見
に
必
ず
し
も
拘

束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見

等
の
件
数
に
よ
っ
て
賛
否

を
決
定
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

目的は？目的は？ 
意見は町の政策意見は町の政策 
などに反映されなどに反映され 
るのですか。るのですか。 

町が立てた計画町が立てた計画 
に対して賛否をに対して賛否を 
問うのですか。問うのですか。 

緊急性があるもの緊急性があるもの 
などについても意見 
を聞くのですか。を聞くのですか。 

手続きの対象となる手続きの対象となる 
項目について教えて項目について教えて 
ください。ください。 

目的は？ 
意見は町の政策 
などに反映され 
るのですか。 

町が立てた計画 
に対して賛否を 
問うのですか。 

　
町
民
意
見
提
出
手
続
き
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
※
）
と
は
、
欧
米
で

広
く
実
施
さ
れ
、
計
画
の
段
階
か
ら
町
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
く
ル
ー

ル
を
決
め
た
も
の
で
す
。 

　
国
に
お
い
て
は
、
国
民
の
多
様
な
価
値
観
を
反
映
す
る
機
会
を
確
保
し
、

政
策
形
成
過
程
の
一
層
の
透
明
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
規
制
の
設

定
又
は
改
廃
に
係
る
意
見
提
出
手
続
」
を
閣

議
決
定
し
、
平
成
11
年
4
月
か
ら
全
て
の
省

庁
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
地
方
自
治
体
で
も
都
道
府
県
（
山
梨
県
、

新
潟
県
ほ
か
）、
政
令
市
（
さ
い
た
ま
市
、

横
浜
市
ほ
か
）
及
び
中
核
市
（
長
野
市
、
浜

松
市
ほ
か
）
な
ど
で
こ
の
制
度
に
よ
る
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
レ
ベ
ル

で
は
極
め
て
早
い
制
度
の
導
入
で
す
。 

　
丸
子
町
に
お
け
る
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
行
政
改
革
実
施
計
画
の
中
で
「
今
年
度

中
に
要
綱
案
の
作
成
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
制
度
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
も
、
こ
の
制
度
と
同
じ
仕
組
み

で
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
方
法
に
よ
り
、「
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
基

本
的
な
計
画
立
案
な
ど
に
つ
い
て
、
共
通
の

ル
ー
ル
を
設
け
て
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

みなさんの意見
を 

計画の段階
から 

取り入れる 

　
迅
速
性
や
緊
急
性
を
要

す
る
も
の
、
軽
微
な
も
の
、

ま
た
は
行
政
の
裁
量
の
余

地
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

町
民
意
見
提
出
手
続
き
を

行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
こ
の
制
度
の
手
続

き
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

は
軽
微
な
も
の
を
除
い
て
、

施
策
等
の
実
施
後
に
み
な
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
聞
く
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。 

緊急性があるもの 
などについても意見 
を聞くのですか。 

手続きの対象となる 
項目について教えて 
ください。 

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
：
公
衆 

　
コ
メ
ン
ト
：
意
見 

都道府県や政令市等における制度の制定状況（平成15年4月1日現在） 

手続きの流れを手続きの流れを 
教えてください。教えてください。 
手続きの流れを 
教えてください。 

■
町
民
意
見
提
出
手
続
き
制
度
の
対
象
と
な
る 

　
大
き
な
3
つ
の
項
目 

町民意見提出手続きの 
　　おおまかな流れは以下のとおりです。 

�町が基本的な計画案や条例の案（素案・原案）を考えます。 

�案等（案、案作成の趣旨・目的・背景、案の概要、町の案に対

する考え方、検討内容や論点、その他必要な関連資料）を町民

のみなさんに公表します。 

�公表した案等を検討していただき、町民のみなさんから意見を

提出していただきます。 

�意見をいただくために、公表した日から原則として30日以上の

期間を設けます。 

�いただいた意見の概要及び意見に対する町の考え方をまとめ、

公表します。 

�意見に基づき案を修正した場合は、その内容及び理由を公表し

ます。また、反映できない意見であった場合も、反映できない

理由を公表します。 

�町は最終的な意思決定を行い、案等を公表します。 

�議会の議決が必要な案等については、議会へ提案し議決を得ます。 

�計画された案や条例が実施されます。 

　
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
も
と
に
、
よ
り
意
見
を
提
出
し
や
す
い
制
度
と
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
（
役
場
３
階
）、
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
（
役
場
１
階
）、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

▼
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
意
見
等
は 

　
役
場
総
務
課
庶
務
係
　
電
話 

4
2
―

3
1
0
0
（
内
線
3
1
2
）
有
線 

2
―

4
8
7
2

1
　
町
の
基
本
的
な
施
策

に
関
す
る
計
画
、
指
針
等

の
策
定
及
び
重
要
な
改
定 

　
町
民
の
生
活
や
事
業
活

動
に
直
接
か
つ
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
で
、
町

内
ま
た
は
全
町
民
を
対
象
と
す
る
施
策
や

計
画
等
、
町
の
進
む
べ
き
方
向
を
定
め
る

も
の
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
個
別
の

事
務
事
業
の
実
施
計
画
や
日
常
的
業
務
の

処
理
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
は
除

き
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
丸
子
町
振
興
計
画
、
丸
子
町

老
人
保
健
福
祉
計
画
、
第
２
期
丸
子
町

介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど
が
対
象
と
な

り
ま
す
。 

  

2
　
町
政
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
、

又
は
町
民
に
義
務
を
課
し
、
若
し
く
は
権

利
を
制
限
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
条
例
（
地

方
税
の
賦
課
徴
収
並
び
に
分
担
金
、
使
用

料
及
び
手
数
料
の
徴
収
に
関
す
る
も
の
を

除
く
）
の
制
定
（
作
っ
て
定
め
る
こ
と
）

又
は
改
廃
（
改
め
る
こ
と
、
や
め
る
こ
と
） 

　
例
え
ば
、
情
報
公
開
条
例
、
環
境
基
本

条
例
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
な
ど
を

改
廃
す
る
場
合
に
は
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

3
　
広
く
町
民
の
公
共
の
用
に
供
さ
れ
る

施
設
の
建
設
に
係
る
基
本
的
な
策
定
及
び

重
要
な
変
更 

　
こ
こ
で
い
う
「
施
設
」
と
は
、
不
特
定

の
者
が
利
用
し
た
り
、
不
特
定
の
者
の
利

益
の
た
め
の
施
設
を
い
い
ま
す
。
ま
た
道

路
改
修
、
河
川
改
修
及
び
公
園
整
備
な
ど
で
、

利
用
対
象
者
が
限
ら
れ
た
地
区
内
に
限
定

さ
れ
る
場
合
や
、
個
別
地
域
で
の
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
原
則
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
制
定
又
は
改
正
、
廃
止
し
よ

う
と
す
る
制
度
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
町
民
意
見
提
出
手
続
き
を
実
施
す

る
こ
と
が
適
当
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ

の
実
施
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

47 

13 

35 

39 

134

定めている 定めていない 制定率（％）  

72.34 

38.46 

34.29 

5.12 

28.34

区　　　分 

都 道 府 県  

政 令 市 

中 核 市 

特 例 市 

　 計 　  

こ
の
4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
制
度
で
す
！！！ 
 

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

13 

8 

23 

37 

81

34 

5 

12 

2 

53
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丸子の歩みを伝えてきた声 
　2月20日、丸子町文化会館において、創立40周年を迎え
た丸子町有線放送の記念式典が行われました。 
　昭和38年に開局し、以来、地域の重要な情報伝達手段と
しての役割を果たしてきた有線放送。現在も町内の半数以
上の世帯で利用され、地域のさまざまな話題や身近な情報
を各家庭に届けるとともに、各地区でのページング放送や
インターネット接続サービスなど、多くの場面で私たちの
暮らしを支えてくれています。 
　春原組合長は式辞で「有線放送を取り巻く環境は厳しいが、
常に新たな発展を目指してこれからも取り組んでいく」と
挨拶していました。 

フルーティーな味わいを飲み比べ 
　2月13日、丸子町文化会館小ホールで「マリコワイン
セミナー」と題したワインの試飲会が開かれました。 
 　このワインセミナーは、塩川の陣場でメルシャン（株）
によるワイン用ぶどうの栽培が始まったことをきっかけに、
より多くの方にワインに親しんで貰おうと企画したもので、
同社のワインアドバイザーを講師に迎えて行われました。 
　この日用意されたワインは、赤の「長野メルロー」や
白の「北信シャルドネ」など計10種類。約60人の参加者
のみなさんは、ワインの特徴やその背景、味わい方など
の説明に耳を傾けながら、高級ワインの香りを楽しんで
いました。 

環境と人にやさしい温もり 
　2月25日、西内小学校において「ペレットストーブ」の使用が開
始されました。 
　ペレットストーブは、間伐材やおがくずなどを圧縮して長さ1セン
チほどの粒にした「ペレット」を燃料にするストーブ。環境と共生
した社会の構築を目指す「丸子町地域新エネルギービジョン」の取
り組みの一環として導入したもので、児童が食事をするランチルー
ムに設置されました。 
　この日、校長先生が子どもたちに「今までとはちょっと違う環境
にやさしいストーブ」と紹介。子供たちも初めてみるペレットに興
味津々で、小さな粒を手に取ると「新築の家のいい匂い。1個、記念
に持ってっていい？」と楽しそうにストーブを囲んでいました。 

春を呼ぶ歌声 
　3月6日、丸子北中学校の選択音楽受講生18人による合唱発表
会が信州国際音楽村で開催されました。2年生を中心とした構成
で、澄んだ歌声をホールに響かせました。 
　「緊張したけど、満足のいく合唱ができてよかった」と話す生
徒たちもグループに別れてのアカペラには少し苦戦した様子。そ
れでも自分たちだけで練習したという成果に「とても楽しかった」
とみんな笑顔。 
　ラベンダーの除草やアイリスの植え替えの手伝いをしてきてく
れた北中の生徒の演奏会に、「こういった地域の繋がりを大切に
していきたい」と音楽村も喜んでいました。 

笑顔が３倍！！ 
　3月5日、丸子中央小学校3年生によるステージ発表会「スリー・ス
マイル・ステージ」がセレスホールで開催されました。 
　3年生の児童全員が3つのグループに分かれ、「友達」「地球環境」
「平和」をテーマに歌とダンスを交えた劇や合唱を発表。10回以上練
習を重ねて臨んだ今回のステージは、セリフや踊りのほとんどを自分
たちで考えたと言います。 
　「会場に聞こえるように大きな声でゆっくりと喋るようにして、感
情を込めた。セリフや小道具作りが大変だった」と話す子どもたちは、
発表を終えてとても満足げ。会場に詰め掛けたお父さんお母さんも「み
んながんばったね」と感激した様子でした。 

町道北中茂沢線バイパスの車道部分が開通 
　平成13年度から実施してきました飯沼地区の町道北中茂沢線バイ
パス工事。今回その車道部分が完成し、3月1日から通行可能になり
ました。 
　この事業は、丸子北中学校北側から県道南原長瀬線までの約150
ｍをバイパスで結ぶ工事として、地元沿線の皆様や関係者の協力の
もと3ヵ年計画で実施しており、3月末の完成予定となっています。
完成後は、飯沼地区から茂沢地区まで全線約900ｍ、車道部分が5.5
ｍの二車線となり、片側に3ｍの歩道も整備されます。 
　なお、飯沼側県道の出入口部分については、県道南原長瀬線歩道
設置事業の改良工事が予定されています。完成まで、皆様のご協力
をお願いします。 

音楽の楽しさ届ける演奏会 
　今年で結成14年目を迎える丸子町消防音楽隊の定期演奏
会が、2月15日、丸子町文化会館セレスホールで開催され
ました。 
　10回目となる今年は、トランペットやフルートなどそれ
ぞれの楽器に別れて演奏するプログラムが用意され、隊員
たちがさまざまな仮装に扮して登場したり、途中ミニコン
トを交えるなど各グループの工夫を凝らした演奏に、客席
は大いに盛り上がりました。 
　「明るく楽しく元気よく」を合言葉に、音楽を通じて消
防活動をしてきた消防音楽隊。その言葉どおりの楽しく迫
力ある演奏に会場から大きな拍手が送られていました。 

みんなで支えあう地域づくりを求めて 
　2月22日、丸子町ボランティア連絡協議会の第9回定期交流会が
丸子町文化会館を会場に開かれ、町内約30の福祉やボランティア
団体が参加し、日頃の活動を紹介したり意見交換をして互いの交流
を深めました。 
　今年は「みんな集まれボランティアまつり」をテーマに、高校生
を中心としたヤングボランティアのトーンチャイム演奏や手話サー
クルによる寸劇と簡単な手話の紹介などが行われました。 
　また、今回初めて参加した丸子中央小学校5年生によるマンドリ
ン演奏も行われ、最後は手話ダンスグループ「ほほえみ」と一緒に
なって手話ダンスを披露するなど、会場を大いに盛り上げました。 
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短 信 3月 

予 定 4月 

乳幼児健康診査（健康係） 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�場　所：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

4月9日（金） 
4月30日（金） 
4月16日（金） 
4月13日（火） 
4月23日（金） 

平成15年11月6日～12月12日生 
平成15年6月生 
平成14年10月生 
平成14年3月生 
平成13年3月生 

実施日 時　間 場　所 
4月22日（木） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談（健康係） 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

  1日　春の火災予防運動（～7日） 
17日　中学校卒業式 
18日　小学校卒業式 
26日　保育園・幼稚園卒園式 

  2日　保育園・幼稚園入園式 
  4日　消防団辞令交付式 
  5日　中学校入学式 
  6日　小学校入学式 
17日　柔剣道教室開校式 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

4月は 河川美化月間 
  
  6日　春の全国交通安全運動 
  7日　世界保健デー 
10日　女性の日 
18日　発明の日 
20日　郵政記念日 
23日　子ども読書の日 
29日　みどりの日 

結婚相談日が「毎月8日」のみに変わります！ 

　今まで8日・18日・28日と月三回ありました結婚相談日が、4月より8日のみの月一回に
変更となります。 
　結婚相談日のほかにも、「結婚申込書」を丸子、長門、武石、和田の社会福祉協議
会にて、月曜日～金曜日の業務時間内で受け付けております。詳しくは、丸子町社会
福祉協議会までお問い合わせください。 
　なお、心配ごと・行政相談については今までどおり、8日・18日・28日の月三回開催し
ております。 
【問】丸子町社会福祉協議会　�42-0033　有線2-4821

町監査委員より定期監査の結果をお知らせします 

　平成15年10月27日から12月1日までの期間中に、町の定期監査を実施しました。 
　監査の結果、事務事業の執行は概ね計画的に行われており、歳入・歳出とも係数
に誤りのないことを確認しました。現年町税調定額については、前年比△8.6％、
274,789千円の減、収入済額で53,670千円の減となっていました。これは、前年が法
人町民税の減少であったことと相違して、個人町民税45,145千円の減がその要因で
あり、町財政ばかりでなく、地域内消費動向にも影響を与えることが憂慮されます。 
　そして、次の事項について諸規則の見直しを検討されるよう意見し、町長及び議
長に報告しました。 
  
一. 　物品については、財務規則第214条等に基づき管理されているが、その状態
は必ずしも良好とはいえない。委託先施設の備品管理も含め、計上基準を定め、
庁内LANを利用し、帳簿管理部署と実物管理部署を別にし、かつ年1回の現物
確認を規定されたい。 

二． 　大塩体育館については、現在複数課が関係した形になっており、責任の所在
があいまいとなっている。利用料の規定化も含め位置づけを明確にされたい。 

三． 　「丸子町職員懲戒処分の基準」が、平成15年1月15日の課長会で提示された
とのことであるが、「車両運転職員の表彰及び処分等に関する規程」との関連が
不明確である。調整するとともに職員に対し周知に努められたい。 

四． 　地域住民からの苦情処理は、適切に処理することはもちろん、一部に対する苦
情であっても、事柄によっては町長をはじめ庁内全体で共有することが必要な場
合も考えられるので、苦情処理のシステム化を図り対応に万全を期されたい。 

  
丸子町監査委員　加藤　好男 
 　　　〃　　　 　金井　松男 

役立っています　水力発電施設周辺地域交付金 

　平成15年度の対象事業として、郷仕川原地区農業用用排水路改修工事が行わ
れました。 

民生児童委員（福祉委員）の一部改選について 

　平成16年2月1日付で下記のとおり民生児童委員が改選になりました。地域の相談
員としてお気軽にご相談ください。 

担当地区 氏　　 名 住　　　 所 電　話 有　線 
石井5・6班 矢田 正一 塩川2700-45 35-0475  2-0968

多胎児家族のつどい（健康係） 

教室名 実施日 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い  4月21日（水） 双子、三つ子の親子 

�受付時間：午前9：30～10：00 
�実施時間：午前10：00～12：00 
�場　所：保健センター 
 

デイケア、しゃぼん玉（福祉係） 
�内　容：こころを病む人が社会復帰を目指す場 

実施日 時　間 場　所 
10：00～12：00 
13：30～15：30

4月14日（水） 
4月28日（水） 

ふれあいステーション3階
ふれあいステーション3階 

断酒会（健康係） 

実　施　日 時　間 場　所 

第1・第3月曜日 
4月 5日（月） 
4月19日（月） 

19：00～21：00 長瀬町民センター 

�対象者：アルコール依存から立ち上がろうとする人、家族、 
　 関心のある人など 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。（サロン：談話室）※土、日、祝日はその前日 
【申込・問】役場 企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
4月の内容［  平成16年度予算の概要  ］ 

『丸子町行政情報番組』 

【問】 丸子町役場　保健福祉課 
 健康係　�42-1117　有線2-4483　　福祉係　�42-1118　有線2-4474　　介護係　�42-0015　有線2-7652

実施日 時　間 
4月12日（月） 13：30～  　予約制 

もの忘れ相談会（介護係） 
�相談担当者：堀内静子氏（看護相談室せせらぎ代表） 
�場　所：ふれあいステーション3階または訪問 

実施日 対　象　者 場　所 
4月14日（水） 平成15年9月・10月生 保健センター 

7ヵ月児健康相談（健康係） 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�実施時間：午前10：30～12：00 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

平
成
16
年
丸
子
町
各
区
長 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

区
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内

区

 

平

井

区

 

荻

窪

区
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区

 

下
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子
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辰
ノ
口
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腰

越

区

 

三
反
田
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海

戸

区

 

沢

田

区

 

八
日
町
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中
丸
子
区 

下
丸
子
区 

御
嶽
堂
区 

飯

沼

区

 

茂

沢
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尾
野
山
区 

上
長
瀬
区 

町

組

区

 

下
長
瀬
区 

石

井

区

 

坂

井

区

 

狐

塚

区

 

郷
仕
川
原
区 

南

方

区

 

藤
原
田
区 

区

長

名

 

永
井
　
頼
男

 

滝
沢
　
正
明

 

中
村
　
　
司

 

小
宮
山
　
隆

 

草
間
　
政
幸

 

成
沢
今
朝
義

 

清
水
　
一
成

 

高
野
　
典
男

 

山
岸
　
信
造

 

武
井
　
純
雄

 

浦
　
　
芳
照

 

小
井
土
寛
一

 

柴
田
　
悦
雄

 

金
井
　
隆
良

 

吉
池
　
健
郎

 

春
原
　
秀
章

 

金
井
　
泰
敏

 

大
森
　
嘉
彦

 

久
田
　
元
志

 

滝
澤
　
幸
雄

 

井
上
　
武
司

 

宮
下
　
紀
雄

 

岩
下
　
　
譲

 

中
野
　
幸
直

 

滝
澤
　
千
里

 

小
松
　
誠
一

 

平成16年において、それぞれの区でご苦労いただく区長さんです 
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丸
子
町
水
道
料
の
現
状
　 

　
生
活
必
需
品
は
全
国
ど
こ
で
も
だ

い
た
い
同
じ
値
段
で
買
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
水
道
料
金
は
ま
ち
ま
ち
で
、

最
高
と
最
低
で
は
実
に
8
・
8
倍
も
の

差
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
地
域
で
差
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
水
道
事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
が
地
方

公
営
企
業
と
し
て
経
営
さ
れ
て
お
り
、

必
要
な
経
費
は
そ
の
経
営
に
伴
う
収

入
を
も
っ
て
あ
て
る
よ
う
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
コ
ス
ト
が
料

金
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

事
業
体
ご
と
に
水
源
の
種
類
や
場
所
、

水
道
施
設
の
建
設
時
期
、
事
業
規
模

が
異
な
り
、
更
に
人
件
費
や
施
設
の

維
持
管
理
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

当
然
コ
ス
ト
に
も
差
が
で
ま
す
。
し

た
が
っ
て
水
道
料
金
に
も
地
域
格
差

が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
丸
子
町
の
水
道
料
金
は
県
下
の
ほ

ぼ
中
位
に
あ
り
、
県
平
均
が
全
国
の

中
位
で
す
の
で
、
全
国
的
に
も
ほ
ぼ

中
位
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
近
隣
で
は
、
上
田
市
水
道
（
市
街

地
の
大
部
分
）
と
長
野
県
企
業
局
（
上

田
市
の
塩
田
・
小
泉
地
区
ほ
か
、
坂

城
町
・
千
曲
市
・
長
野
市
の
一
部
）

の
料
金
が
安
い
の
は
、
受
益
者
が
多

い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
武
石
村
・
和
田
村
が

安
い
の
は
、
浄
水
場
を
持
た
ず
塩
素

消
毒
の
み
で
水
を
供
給
し
て
い
る
こ

と
の
ほ
か
、
企
業
会
計
制
を
と
っ
て

お
ら
ず
、
経
費
の
一
部
を
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

お問い合わせは……丸子町役場総務課内　丸子町選挙管理委員会　�42-3100（内線318）　有線2-4872

●寄附の禁止 

●政治家からの寄附禁止 
 選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人に寄附を行
うことは、特定の場合を除いて一切禁止されています。また、
有権者が求めることも禁止されています。冠婚葬祭における
贈答なども寄附とされます。 
 禁止されている寄附の例：病気見舞い／葬式の花輪や供花
／祭りへの寄附や差入れ／落成式や開店祝の花輪／地域の運
動会などへの飲食物の差入れ／区の集会や旅行等の催し物へ
の寸志や飲食物の差入れ／秘書等が代理で出席する場合の結
婚祝や香典／お中元、お歳暮、入学祝、卒業祝 

●後援団体からの寄附禁止 
 政治家の後援団体（後援会など）が行う寄附も、政治家の
寄附同様に禁止されています。 

●政治家の関係会社などからの寄附禁止 
 政治家が役職員・構成員である会社や団体が、政治家の名
前を表示して行う寄附や、政治家の名前などを冠した会社・
団体がその選挙に関して行う寄附も、政治家の寄附同様に禁
止されています。 

●有権者などから公職の候補者への寄附の制限 
 公職の候補者の政治活動に関して政党以外の者が行う寄附
については、金銭などによるものは選挙運動に関するもの
を除き禁止されています。金銭などによらない寄附や選挙
運動に関する寄附についても、量や額の制限があります。 
 また、国の選挙では国と、地方公共団体の選挙ではその地
方公共団体と請負などの関係にあるものからのその選挙に
関する寄附は禁止されています。 

選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 2

家庭用水道料金比較 

　政治家（候補者、立候補予定者、現に公職にある者）と私たち有権者が、
金銭や品物を介して関係を築くことは、公約等で政治家を選択するという選挙の

本来の趣旨を歪ませてしまう要因であり、また選挙をお金のかかるものにしてしま
います。そのため、公職選挙法は特定の寄附を禁じています。 
 　日頃から「この寄附はどうなのか」といった意識を持ち、買収など選挙違反の温
床となってしまう「政治家と有権者の望ましからぬ関係」を、町民の皆さん一人ひ
とりの心がけによって浄化していきましょう。 

県　内    　　　    単位：円 

県    　　　    単位：円 

全国最高最低　　    単位：円 

口径13mm、20立方メートル使用 
の場合の１ヵ月換算／Ｈ15.4.1現在 

人 権 ひ ろ ば 人 権 ひ ろ ば 
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エイズに対する理解を深め、偏見や差別をなくそう（ＨＩＶ感染者の人権問題） 
　
エ
イ
ズ
と
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｉ
Ｖ
）
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
、
日
本
語

で
は
「
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
」
と
言
い
ま

す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
私
た
ち
の
体
を

守
っ
て
い
る
免
疫
機
能
（
抵
抗
力
）
が
少
し
ず

つ
壊
さ
れ
、
体
内
外
の
病
原
菌
と
闘
え
な
く
な

る
こ
と
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
に
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
抗
ウ

イ
ル
ス
剤
な
ど
免
疫
機
能
を
下
げ
な
い
よ
う
に

保
つ
薬
が
開
発
さ
れ
、
エ
イ
ズ
を
発
症
せ
ず
に

長
く
生
き
抜
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
弱
く
、
正
し

い
予
防
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
感
染
す
る
こ
と

の
な
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
し
か
し
、
普
段
の
日

常
生
活
で
も
感
染
し
や
す
い
な
ど
と
い
っ
た
誤
っ

た
知
識
か
ら
偏
見
や
差
別
が
生
じ
て
い
ま
す
。

感
染
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
が
必
要

で
す
。 

　
感
染
に
対
す
る
理
解
や
病
者
の
人
権
を
学
ぶ

こ
と
は
、
自
分
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
受
け
止

め
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
他
人
事
と
し
て

知
識
を
学
ん
で
い
て
も
、
い
ざ
と
な
れ
ば
怖
が
っ

た
り
、
差
別
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。 

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
の
問
題
は
、
自
分
た
ち
の

生
活
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
い
つ
も

身
近
に
あ
る
問
題
で
あ
り
、
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
皆
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
課
題
で
す
。 

注
‥
こ
の
原
稿
は
冊
子
『
「
わ
た
し
」
と
「
あ
な
た
」
そ

し
て
「
み
ん
な
」
の
人
権
』
よ
り
許
可
を
得
て
掲
載
し

ま
し
た
。 

メッセージキルト・レッ
ドリボンは、ＨＩＶ／ＡＩ
ＤＳ（エイズ）に対する
理解と支援と共生の
メッセージを伝えるシ
ンボルで、赤いリボン
や1,200の人々のメッ
セージが繋がれている
キルトです。 

メッセージキルト・ 
　　　レッドリボン 

第18回  みんなの人権セミナー 

受
講
者
の
感
想
よ
り 

  

〇
濱
宮
郷
詞
さ
ん
の
講
演（
第
1
講
座
）を
聞
い
て 

　「
心
が
貧
し
い
と
い
う
言
葉
に
自
分
自
身
反

省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
の
生
活
の
中
に
、

何
と
自
分
中
心
の
感
情
が
多
い
事
に
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
人
間
は
お
互
い
に
支
え
合
い
助
け

合
っ
て
生
き
て
い
る
ん
だ
と
い
う
事
を
、
こ
の

講
演
で
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
日
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
生
き
て

い
く
と
い
う
元
気
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。」 

  

〇
鷲
沢
一
彦
さ
ん
の
講
演（
第
2
講
座
）を
聞
い
て 

　「
子
ど
も
へ
の
虐
待
の
具
体
的
な
事
例
を
交

え
た
わ
か
り
や
す
い
お
話
で
し
た
。
虐
待
の
悲

惨
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
法
的
な
整
備
だ

け
で
な
く
、
色
々
な
組
織
作
り
は
勿
論
で
す
が
、

私
達
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
を
見
抜
き
、
行
動
に

移
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
…

と
思
い
ま
し
た
。」 

  

〇
北
口
末
広
さ
ん
の
講
演（
第
3
講
座
）を
聞
い
て 

　「
社
会
環
境
（
シ
ス
テ
ム
等
）
を
基
準
に
置

か
な
い
と
、
心
だ
け
で
同
和
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
。
視
点
を
変
え

な
い
と
進
歩
し
な
い
と
い
う
こ
と
。『
な
ぜ
』

『
い
つ
』『
何
を
』
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」 

　「
わ
か
り
や
す
い
お
話
で
大
変
良
か
っ
た
。」 

は
ま
み
や
さ
と
し 

わ
し
ざ
わ
か
ず
ひ
こ 

き
た
ぐ
ち
す
え
ひ
ろ 

料 金  

5,355 

4,650 

3,545 

3,345 

3,318 

3,170 

2,478 

1,480 

3,525 

3,415 

2,726 

2,620

順位 

1 

2 

17 

22 

24 

29 

51 

61

順位 

1 

23 

47

最高 

最低 

料金 

4,363 

3,166 

1,754 

3,125

6,190 

700

区分 

上
水
道
（
61
事
業
体
） 

簡
易
水
道 

事 業 体  

四 賀 村  

真 田 町  

立 科 町  

東 部 町  

丸 子 町  

長野県企業局 

上 田 市  

高 山 村  

長 門 町  

青 木 村  

武 石 村  

和 田 村  

事 業 体  

佐 賀 県  

長 野 県  

山 梨 県  

平 均  

南郷町（宮城県） 

河口湖南水道企業団（山梨県） 

3.6倍 

2.5倍 

8.8倍 

多くのみなさんが聴講した 
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町
長
の
生
活
所
感 

� 

　
こ
の
詩
は
ご
存
じ
相
田
み
つ
を

さ
ん
の
作
品
で
あ
る
。
私
の
執
務

室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
相
田
さ
ん

の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
本
年
２
月
の
ペ

ー
ジ
を
飾
っ
て
い
た
。
こ
の
詩
の

テ
ー
マ
「
日
日
是
好
日
」
は
私
も

好
き
で
、
本
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル

に
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

詩
か
ら
も
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、

人
生
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
い
う

気
持
ち
が
ほ
の
ぼ
の
と
伝
わ
っ
て

く
る
。 

　「
に
ち
に
ち
　
こ
れ
　
こ
う
に
ち
」

と
読
む
。
語
源
を
調
べ
る
と
、
禅

門
七
書
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
る
「
碧
巌
録
」
に
あ
る
語
と
あ

る
。
こ
こ
で
宗
教
観
を
述
べ
る
つ

も
り
は
毛
頭
な
い
が
、
文
字
か
ら

伝
わ
る
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
て
、
現

実
に
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
の
大

切
さ
や
、
安
易
な
妥
協
や
達
観
し

た
奢
り
の
姿
勢
を
戒
め
る
厳
し
い

言
葉
で
も
あ
る
。 

　
４
月
か
ら
新
年
度
が
始
ま
る
。

一
日
一
時
を
大
事
に
し
、
皆
さ
ん

と
共
に
歩
み
た
い
。 

日
日
是
好
日 

ふ
っ
て
も 

て
っ
て
も 

日
日
是
好
日 

泣
い
て
も
　
わ
ら
っ
て
も 

き
ょ
う
が 

一
番
い
い
日 

わ
た
し
の
一
生
の
中
の 

大
事
な
一
日
だ
か
ら 

相田みつを著「一生感動一生青春」（文化出版局刊）より 
�相田みつを美術館 

へ
き
が
ん
ろ
く 

お
ご 

★固定資産税　1期（4月30日） 
★国保税　10期（3月31日） 
★上下水道使用料　12・1月分（3月31日） 
★介護保険料　1期（4月30日） 
 
 
 
★年金相談 
　4月22日（木）　10:00～12:00　13:00～15:00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
4月8日（木）  18日（日）  28日（水）　9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線2－4821 

★巡回ハローワーク（毎月第3金曜日） 
　4月16日（金）　9：30～12：00　�23－8609　 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★警察安全相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

4月の納税 

4月の相談 

納税は便利は口座振替を 

図書館だより 第
四
十
一
回 

短
歌
の
部    

近
藤 

芳
仙 

選 
《
一
位
》 
特
別
に
恥
ず
る
こ
と
と
は
思
わ
ね
ど
身
障
手
帳
秘
め
て
持
ち
た
り 
 

上
田
市 

 

田
中
　
徳
枝 

《
二
位
》 

パ
ソ
コ
ン
の
削
除
と
い
ふ
を
習
ひ
た
り
吾
が
来
し
方
は
削
除
し
得
ぬ
に 

 

中
丸
子 

 

両
角
　
徳
子 

  

腕
時
計
欲
し
き
と
言
ひ
し
少
年
の
巻
く
う
で
な
き
や
地
雷
を
踏
み
て 

 

長
　
瀬 

 

小
林
　
国
男 

  

�東内・西内コース 
　4/13（火）  4/27（火）  5/18（火） 

�腰越・依田コース 
　4/1（木）  4/15（木）  4/30（金） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　4/6（火）  4/20（火）  5/11（火） 

�塩川・藤原田コース 
　4/8（木）  4/22（木）  5/13（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　4/7（水）  4/21（水）  5/12（水） 

�ツルヤ・アップルランド 
　4/14（水）  4/28（水）  5/19（水） 

～～～ 

今月の一冊 

中央アルプス 

編者／信濃毎日新聞社編集局 
発行／信濃毎日新聞社 

〈新刊本の紹介〉 

本館 
悪質商法を撃退する 川本　　敏 岩 波 書 店 
お先、真っ白 たかのてるこ 扶　桑　社 
烏女 海月　ルイ 双　葉　社 
語る 松井　秀喜 朝日新 聞 社 
逢魔の都市 葉越　　晶 学　　　研 
リビング・ヒストリー ヒラリー・ロダム・クリントン 早 川 書 房  
高度1万メートルからの地球絶景 杉江　　弘 講　談　社 
僕と先輩のマジカル・ライフ はやみねかおる 角 川 書 店   

あおぞら号 
指を切る女 池永　　陽 講 　談　社 
底のない袋 青木　　玉 講 　談　社 
天地有情 南木　佳士 岩 波 書 店 
走る男 椎名　　誠 朝日新 聞 社 
雪ひらく 小池真理子 文 芸 春 秋 
男坂 志水　辰夫 文 芸 春 秋 
修羅の夏 新庄　節美 東 京創元社 
十津川警部の青春 西村京太郎 徳 間 書 店 

金子図書館�42－2414 
有線2－4602 

　休館/月曜・祝日・月末日 

※今月のおはなし会は4月17日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができます。 
　アドレスは、http://www.echol.gr.jp

御　柱　祭 

≪深山諏訪神社≫ 

期　日◆4/11 
　　　　（第2日曜日） 

里曳き◆腰越区内（深山） 

≪岡森諏訪神社≫ 

期　日◆4/18 
　　　　（第3日曜日） 

里曳き◆腰越区内（向井） 

≪一本木諏訪神社≫ 

期　日◆4/25（第4日曜日） 
里曳き◆西友丸子店駐車場（上丸子沢田）ＡＭ8：30 

～ファーストビル前（上丸子海戸）ＡＭ9：30 

～腰越橋ＰＭ0：00～一本木諏訪神社前ＰＭ1：30 

～御柱建立終了ＰＭ3：00
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2月 
届出分 
（敬称略） 

齋
　
藤
　
君
　
代 

94
　
　
町 

齋
　
　
　
満
　
雄 

83
　
　
町 

中
　
山
　
ま
す
枝 

81
　
大
　
塩 

池
　
田
　
幸
　
子 

86
　
霊
泉
寺 

小
　
林
　
俊
　
夫 

58
　
荻
　
窪 

小
　
平
　
す
ゞ
子 

76
　
和
　
子 

滝
　
沢
　
孝
　
子 

73
　
辰
ノ
口 

滝
　
澤
　
吉
　
次 

86
　
腰
　
越 

平
　
林
　
　
　
潔 

71
　
腰
　
越 

浅
　
井
　
　
　
祝 

88
　
三
反
田 

工
　
藤
　
林
之
助 

91
　
海
　
戸 

小
　
林
　
敏
　
男 

75
　
海
　
戸 

　
　
川
　
タ
カ
子 

73
　
海
　
戸 

池
　
内
　
澄
　
江 

70
　
沢
　
田 

樋
　
口
　
幸
　
雄 

87
　
沢
　
田 

宮
　
下
　
節
　
夫 

48
　
沢
　
田 

工
　
藤
　
千
　
幹 

89
　
沢
　
田 

鮎
　
澤
　
み
　
き 

83
　
中
丸
子 

櫻
　
井
　
　
　
清 

83
　
中
丸
子 

島
　
田
　
　
　
九 

77
　
中
丸
子 

松
　
田
　
文
次
郎 

92
　
下
丸
子 

小
　
野
　
　
　
郎 

89
　
上
　
組 

吉
　
田
　
タ
ミ
子 

86
　
三
　
角 

小
　
川
　
秀
　
子 

71
　
南
　
原 

八
　
鍬
　
み
の
る 

87
　
飯
　
沼 

竹
　
　
　
明
　
造 

88
　
飯
　
沼 

田
　
中
　
ふ
　
子 

85
　
尾
野
山 

滝
　
澤
　
き
　
み 

81
　
尾
野
山 

宮
　
下
　
二
三
代 
90
　
尾
野
山 

滝
　
沢
　
　
　
登 
30
　
尾
野
山 

池
　
内
　
寅
二
郎 

90
　
上
　
南 

関
　
　
　
ミ
　
チ 

89
　
狐
　
塚 

丸
　
山
　
　
　
豐 

69
　
郷
仕
川
原 

　
　
橋
　
國
　
雄 

64
　
南
方
松
葉 

加
々
見
　
愛
　
子 

90
　
南
方
松
葉 

　今年は七年に一度のお祭り「御柱祭」の年。この4月、腰越にある三つの諏
訪神社で、御柱の里曳きが3週にわたって盛大に執り行われます。 
　丸子町無形文化財に指定されている「姫なぎなた」「奴練り」のお練りがあ
る一本木諏訪神社の里曳きでは、絢爛豪華な行列が上丸子商店街から腰越の神
社まで練り歩き、道中10回の奉納披露が行われます。 
　華やかで勇壮な腰越の御柱祭を、みなさんお見逃しなく！！ 

※上記時間はあくまで予定です。また、このお練り行列の間、一部の路線に交通規制が引かれます。午前8時～昼12時まで警察署
入口信号～腰越信号の間が、昼12時～午後3時まで腰越信号～腰越上信号間が車両通行止めとなります。 

　詳しくは、丸子町腰越一本木諏訪神社御柱大祭のホームページ（http://www.ued.janis.or.jp/̃up.river/kosigoeonbasira.htm）を
ご覧ください。 
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